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	 葉緑体光定位運動は光合成の効率化と強光による傷害防御のために、植物にとって必須の生理反応で

ある。前者は集合反応、後者は逃避反応である。我々は葉緑体運動の機構を解明し、生産性の向上に資

するために研究を続けてきた。葉緑体運動の機構は①光受容、②信号伝達、③運動機構の３段階に分類

される。我々は①については光受容体（フォトトロピン、phot1, phot2）を確定し、集合反応には細胞膜
上の phot1 および phot2が、逃避反応には葉緑体外包膜上の phot2が光受容体であることを明らかにし
た。③については運動機能の根幹である葉緑体アクチン繊維（cp-actin）を発見し、その重合に働く CHUP
１タンパク質を明らかにした。しかし②の信号伝達については全くわかっていない。 
	 葉緑体光定位運動において中心的な役割を担う光受容に働く phot2 と 運動に働く CHUP1 に関し
て、それぞれの蛋白質に相互作用する新奇蛋白質を同定して、その間を結ぶ信号伝達経路の全容の解明

を目指し解析を進めた。 
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